


大
学
時
代
の
同
級
生
が
民
国
七
六
（
一
九
八
七
）
年
、
戒
厳
令
解
除
前
に
台
湾

を
離
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
。
博
士
学
位
を
取
得
後
北
京
大
学
で
教
鞭

を
と
っ
て
お
り
、
台
湾
を
出
て
二
〇
数
年
に
な
る
。
そ
の
間
短
期
間
台
湾
に
戻

る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、
数
年
前
に
パ
ス
ポ
ー
ト
更
新
の
た
め
や
や
長
い
期
間
台

湾
に
滞
在
し
た
。
あ
る
日
こ
の
同
級
生
と
雑
談
し
て
い
た
ら
台
北
が
変
わ
っ
た

と
い
う
の
だ
が
、
ど
こ
が
変
わ
っ
た
か
う
ま
く
言
え
な
い
と
い
う
。

こ
の
同
級
生
は
小
南
門
の
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
中
華
商
場
が

取
り
壊
さ
れ
て
道
幅
が
広
く
な
っ
た
こ
と
が
理
由
か
と
思
っ
た
。
学
生
時
代
、
い

つ
も
中
華
商
場
の
「
点
心
世
界
」
や
「
陸
記
餡
餅
」
で
一
緒
に
食
事
を
し
て
い

た
か
ら
だ
。
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
と
い
う
。
陳
水
扁
が
総
統
に
就
任
し
、
国

民
党
が
野
党
に
な
っ
た
こ
と
か
と
聞
い
た
が
、
や
は
り
首
を
横
に
振
っ
た
。
二

人
で
映
画
「
牯
嶺
街
少
年
殺
人
事
件
」
を
見
終
わ
っ
て
、
こ
の
同
級
生
は
台
北

に
「
上
海
の
雰
囲
気
」
が
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
と
い
う
。

「
牯
嶺
街
少
年
殺
人
事
件
」
の
主
人
公
の
母
親
は
上
海
人
で
、
あ
る
日
家
族

で
夕
食
を
食
べ
て
い
る
と
隣
の
店
か
ら
戦
前
日
本
の
流
行
歌
が
流
れ
て
く
る
。

そ
れ
を
聞
い
た
こ
の
母
親
が
や
る
せ
な
い
よ
う
に
「
八
年
も
抗
日
戦
争
を
し
て
、

今
は
日
本
人
の
家
に
住
み
日
本
の
歌
を
聞
く
な
ん
て
」
と
言
う
シ
ー
ン
が
あ
る
。

こ
の
映
画
は
民
国
四
〇
（
一
九
五
〇
）
年
代
の
半
ば
か
ら
後
半
が
舞
台
に
な
っ
て

い
る
。

民
国
五
〇
（
一
九
六
〇
）
年
代
半
ば
、
筆
者
の
家
族
は
西
門
町
峨
眉
街
の
路
地

に
あ
る
、
親
戚
所
有
の
木
造
日
本
家
屋
を
借
り
て
い
た
。
夜
に
な
る
と
路
地
の

入
り
口
に
「
切
仔
麺
」
の
屋
台
が
来
て
、
九
時
を
過
ぎ
る
と
映
画
館
街
の
人
並
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西
門
町
の「
裏
町
人
生
」

市
街
篇
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台湾在籍漢民族郷貫別分布図
（台南州、高雄州）
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査
は
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
「
台
湾
在
籍
漢
民
族
郷
貫

別
分
布
図
」
が
作
ら
れ
た
。

こ
の
調
査
結
果
は
非
常
に
貴
重
だ
と
思
う
の
だ
が
、
こ
れ
ま
で
に
こ
の
調
査

資
料
を
利
用
し
て
出
さ
れ
た
学
術
的
価
値
の
あ
る
研
究
報
告
は
目
に
し
た
こ
と

が
な
く
、
客
家
の
比
率
を
推
計
し
た
人
も
い
な
い
た
め
、
冒
頭
に
書
い
た
質
問

に
は
回
答
が
な
い
の
で
あ
る
。

一
九
二
六
年
は
台
湾
割
譲
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
〇
年
に
当
た
り
、
中
国
大
陸
か

ら
台
湾
へ
の
移
民
も
途
絶
え
、
台
湾
内
部
の
集
団
間
の
戦
い
も
落
ち
着
い
て
い

た
た
め
、
台
湾
内
部
で
の
漢
人
の
移
動
も
少
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
に
加
え
て
、
日
本
統
治
時
代
を
通
し
て
植
民
地
政
府
の
「
農
業
は
台
湾
、

工
業
は
日
本
」
と
い
う
分
業
の
下
、
台
湾
の
都
市
化
は
あ
ま
り
進
ま
ず
、
都
市

部
の
人
口
増
加
は
日
本
人
が
そ
の
多
く
を
占
め
て
お
り
、
漢
人
の
居
住
地
分
布

に
ほ
と
ん
ど
変
化
は
な
か
っ
た
。
こ
の
状
態
は
本
籍
調
査
を
行
う
に
は
良
い
状

態
で
あ
っ
た
た
め
調
査
結
果
に
は
高
い
価
値
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
九
二
六
年
に
台
湾
の
漢
人
は
三
七
五
万
人
、
台
湾
の
総
人
口
の
八
八
％
を

占
め
た
。
福
建
籍
三
一
二
万
人
で
全
人
口
の
七
三
・
五
％
、
漢
人
の
八
三
・
一
％

を
占
め
た
。
広
東
籍
は
五
九
万
人
で
、
全
人
口
の
一
三
・
八
％
、
漢
人
の

一
五
・
六
％
を
占
め
た
。
福
建
籍
の
う
ち
泉
州
府
が
最
も
多
く
、
次
い
で
漳
州
府

で
あ
り
、
両
者
が
福
建
籍
に
占
め
る
割
合
は
九
六
％
、
そ
の
他
の
四
％
は
汀
州

府
、
福
州
府
、
永
春
府
、
龍
岩
府
、
興
化
府
で
あ
っ
た
。
広
東
籍
の
人
口
は
半

数
が
應
州
（
梅
州
）
で
残
る
半
数
は
恵
州
府
が
や
や
多
く
、
次
い
で
潮
州
府
だ

っ
た
。

客
家
の
分
布
地
点
か
ら
見
る
と
、
泉
州
人
は
主
に
台
湾
西
部
の
沿
海
平
野
地

帯
、
澎
湖
、
台
北
に
多
い
。
漳
州
人
は
西
部
平
野
地
帯
の
山
沿
い
、
北
部
丘
陵

地
帯
、
蘭
陽
平
野
お
よ
び
花
東
地
溝
帯
の
南
北
端
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
広
東

籍
の
主
要
な
分
布
地
は
西
北
部
の
丘
陵
、
屏
東
お
よ
び
花
東
地
溝
帯
の
中
央
部

で
あ
る
。

分
布
地
点
に
注
目
す
る
と
、
本
籍
は
台
湾
の
人
口
分
布
の
主
要
な
特
徴
の
一

つ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
非
常
に
研
究
価
値
の
あ
る
人
文
地
理
的
現
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明治28（1895）年
基隆－新竹間、清代に敷設された線路を利用して運行。主に軍事輸送を行う。

明治29（1896）年
12月　全線毎日2往復と定める。

明治30（1897）年
4月　鉄道管理を陸軍臨時鉄道隊から台湾総督府民政局に移行。

明治31（1898）年
台湾総督府が鉄道を官営政策とし、日本帝国議会に10年間の鉄道建設補助を申請。

明治32（1899）年
4月　「臨時台湾鉄道装設部組織規程」を制定。南北同時に着工。

明治33（1900）年
8月　台湾総督府、鉄道部を設立。「関於台湾鉄道営業事由」を公布。
11月　縦貫線（南部）が高雄から台南まで完成。淡水線完工。

明治35（1902）年
縦貫線（南部）、斗六まで延伸。縦貫線（北部）、大安まで延伸。

明治38（1905）年
日露戦争のため、大肚、葫蘆墩（豊原）間を急ぎ敷設。葫蘆墩と伯公坑間は複線に。

明治39（1906）年
2月　総督府、藤田組と阿里山鉄道の工事を契約。

明治41（1908）年
10月　縦貫線の南部と北部が接続され、全線開通。仮台中公園で開通記念式典を開催。

明治42（1909）年
台東線工事開始。

大正元（1912）年
5月　台北－基隆間の複線化工事開始。

大正8（1919）年
竹南から大肚まで海岸線の工事開始。

大正11（1922）年
1月　集集線が営業開始。海岸線運用開始。台東製糖会社が所有する台東から里 （関山）までの鉄道
を買収。

大正12（1923）年
潮州線運用開始。潮州から枋寮までの延伸工事着工。

大正13（1924）年
宜蘭線運用開始。

大正14（1925）年
桃園の坎仔 から彰化の追分間の改良工事完了。

昭和2（1927）年
4月　総督府、集集線を買収。縦貫線の複線化工事開始。

昭和3（1928）年
3月　新竹の香山から竹南までの改良工事完成。

昭和6（1931）年
日台団体旅客輸送開始。

昭和9（1934）年
台湾、日本、朝鮮、満州の旅客手荷物共同運営開始。

清国時代の鉄道路線図
清朝末期に基隆から新竹まで鉄道が敷設さ
れており、距離は決して短くないが鉄道として
の質は悪く、運行中に頻繁にトラブルが発生
した。日本の台湾占領後改修された。現在
の縦貫線の基隆から新竹までの区間には清
代の鉄道の痕跡はほぼ残っていない。

鉄道敷設の歴史
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